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全国鉄鋼販売業連合会広報委員会主管            P2～ 3鉄流懇報告
〒1030025 東京都中央区日本橋茅場町3210鉄鋼会館6F803 3808 2350 FAX03 3808-2358

加盟団体報告
(執劉

12課 韻31日 )

新会長に丸岡勢一氏内定

会長が退任 して、丸岡勢一氏 (岡谷スチール)を新会長
に選任することを内定 した。 5月 13日 に開催する定時
総会で正式決定する。

冷静な対応で困難に対処
△北海道鋼友会(今井國雄会長)

3月 13日 (金 )札幌市内で 21年度定時総会を開催
した。席上、今井会長は「冷静な対応が肝心である。経
済情勢が厳 しいからこそ原価を考えた商売に徹する必要
がある。大幅な需要増は考えられない状況で、限られた
需要で食べていくためには共通認識を持って困難に立ち
向かうことが大切」と挨拶 した。来賓として出席 した全
鉄連林会長は「現在の不況は建設業だけでなく、製造業
をはじめあらゆる産業が悪化 している。最悪の需給状態
であるが、在庫は確実に減少 し、通常なら不足するレベ
ルとなろう。全鉄連としても内需喚起の提言など、需要
増加へ向けた取 り組みを進めたい」と語った。

ボウリング大会に30名参|]

△東北鉄鋼販売業連合会(齋藤芳郎会長)

3月 27日 (金 )同会青年部はボウリング大会を仙台
市内の勝山ボウリングクラブで開催 した。 1社 3人 (混
成チームも可)の チーム対抗で競った結果、佐藤製線販
売 。日鉄住金建材混成チームが優勝 した。 2位新栄商事
3位渋井鋼材店であった。また、個人優勝は男性部門が
仁井田哲也氏 (日 鉄住金建材)女性部門が赤間由利香さ
んだった。大会終了後の懇親会では参加者全員が個性あ
る挨拶をして盛 りLが った。なお、この大会には 10チ
ーム 30名 が参加 した。

関連会言

金失金岡 認翠撻菫糸各づ≧
3月 24日 (火 )

会場 鉄鋼会館 804号 室

出席 松漱1・ 芳澤 (経済省)林・木下 (愛知)西村・山
岸・佐藤 (東京)阪上 (大阪)今井 (北海道 )齋
藤 (東北)井上 (神奈川)今井 (新潟)南 (石川
)

●全鉄連調べによる 3地 区12品種 18サ イズの平均市況は
99,800円 前月比 -4,700円 、前年同月比―H,000円 。経
済産業省からはソーラー・システムについての資料をも
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P3企業7肖膚、

とに、鋼材需要につながる分野であるとの説明がなされ
た。

常任理事会
●全鉄連アピールとして「不況克服の方策は内需の喚起
から」とする文書を作成 し、政党、関連官庁、メーカー

報道機関に送付 し、周知 したことを報告。
●鉄流懇の運営が 21年度 よ り変更になるため、その対
応について協議 した。なお、変更内容については鉄流懇
小野会長発言 (P.3ペ ージ)を 参照 されたい。
●岐阜総会については案内状 を全会員に送付 したことを
報告するとともに、運営詳細についてはホス ト団体であ
る岐阜県鋼材販売協同組合 と連携をとっていくことを申
し合わせた。

①会計監査を 4

局にて行 うこと

(水 )午後 2時から全鉄連事務日
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，
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第 408回鉄流懇概要

市場の混乱は未だ収東せず
●東鉄連からの概況報告 (山岸・佐藤 )

△鉄筋…扱い量が減少 している。先物の話は土木中心に
あるが、与信を抱えているのできわどいところがある。
見積 もり依頼があっても、受注先によって値幅のある対
応や納期をにらんでのデ リバ リーをしていかざるをえな
い。

△平鋼…荷動きは右肩下が り。さらに悪化する趨勢にあ
る。客先が提示する価格とメーカー販価が乖離 している
在序調整は進捗 しない。与信不安が蔓延 しているので、
新規の取引には慎重に臨みたい。
△形鋼概況… 2月 部会調査では前月比で入庫 3%減、出
庫 3%減、在庫 9%減。価格が去年より下落 しているの
で、売上は減少 している。
△H形鋼… 2月 末ときわ会在庫は約 23万 トン、前月比
9%減少。メーカーの引受スキップが効いて、入庫が減
っている。年度末の資金繰 り対策もあることから、驚 く
ような価格が出てくる。本当に仕事が少ない。
△一般形鋼…上値 と下値の差が大 きく、何が相場かわか
らない混乱状態である。ネッ トを下回る値段 も入って く
る。

△ C形鋼…年明け後、急激に市況が下がっている。 しか
も、これが底ではなく、先が見えない状態である。
△薄板概況… 3月 末までに在庫処分 したい動きが目立っ
ている。ユーザーは値下が りを見越 し買い控えをしてい
る。コイルセンターの売上、稼働は 50%を 切 っている
だろう。こうなると取引先の与信を心配するよ り自社の
存続が憂慮 される。

△冷延…需要減以上に価格が先行 している。自社在庫に
ついては申し込みゼロでいい、契約残 もいらない、これ
が大方の扱い業者の方針だろう。



△表面処理… 1月 末薄板 3品在庫は 472万 トンで、間

屋在庫が増加 している。 4月 から、大手ユーザーは材料

費、加工賃などの値引きを折 り込んだ予算を組む方針で

ある。

△厚板耳付 き・切板母材…部会調査による 2月 販売量は

前月比 4%減 、在庫量は 2%減。前年比では販売 62%
減、在庫 43%増 。耳付 きだけでこの 5カ 月間に 2万 1

千 トン増えている。 この調整に今年一杯掛かることにな

ろう。切板は母材を上回る値下が りである。
△中板・ホッ トコイル…中板 も販売減、在庫増である。
3月 末 も在庫増 となる。販売数量は激減 ヒ/、 危険水域に

入 っている。毎月のように市況は大幅下落で、先安感が

消えない。

△厚仮定尺…非常に仕入れ値の高い在庫を抱え、在庫の

山も高い。高炉材 と電炉材の値差が大 きいことがネック

になっている。敷板の引き合いだけが増えている。
△縞板…販売減が続いている。この下期は上期に比べ 2

5%も の販売減 となっている。ただ、販売見合いで契約
しているので在庫率は高 くない。 4月 末には在庫調整の

目処がつ くかもしれない。

△鋼管概況…低位安定が続いている。 SPGを 除 くシー
ムレスは前年比 70%減 、その他は 20～ 25%減 。需

要がなければ物は動かない。溶協品が下落 している。 S
TKは厳 しい状況にある。
△高炉品…引き合いや見積 もりで、納期の提示がな く、
価格だけを入れて くれという依頼があ り、客先の意図を
図 りかねている。 ともか く在庫 を減 らしていきたい。第
3四 半期で申 し込みを止めたが、現状の在庫で 10ヶ 月
から 1年分賄える。パイプは下げても売れない品種なの
で、今は耐えるしかない。
△溶協品… STKの 荷動きは 2月 横ばいで微増の分野 も
あった。 3月 に入 って恐ろ しいほどの落ち込みで、 2月
比 20%減 である。年度末の駆け込みも前倒 しもほとん
どない。

販売は前年比40%ほどの落ち込み
●OSAか らの概況報告 (阪上 )

販売量を前年比で見ていくと、月を追 う毎に減少幅が
拡大 している。 3月 に入 っても低調で日当た りでは 2月
より減 りそうだ。品種別の前年比は、条鋼 30%減 、薄
板、厚板、特殊鋼は 50%減 、全体で 40%ほ どの落ち
込みにな りそうだ。在庫は相当なメーカー減産で仕入れ
が少なく、地方店、小売屋のヤー ドは土が見えるほどに

減 っている。条鋼在庫についてはほぼ適正な水準に近づ

いているが、シヤ・コィルセンターの在庫調整はなかな

か進まず相当な過乗1感に覆われている。値下が りが止ま

らず、決算対策での投げ売 りも止まらない。これだけ販

売量が減 ったのでは自助努力の範囲を越えて しまってい

る。 4～ 6月 以降、製造業の在庫調整進展に伴 う発注回

復に期待が掛かっているが、実際のところはどうなのか

不透明な部分が多い。
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引 くと肺炎になる。自動車、工作機械などの製造業で生

産調整が一気に拡大 している。従って、それ らに連なる

3次、 4次下請では倒産、廃業が相次いでいる。まさか
の倒産 も起 きている。流通においては在庫損、急激な市

場の縮小などにより月次決算が赤字に陥っている。そ し
て、今 しば らくこのような状況が続 くと考えられる。淘
汰、再編は避けられないだろう。明るい材料は建設部 F号

で、病院関連の大型案件、中小メディカルセンターの見
積 もりがかな り出ていることである。設備投資が多少出
てきたのかもしれない。 」R東海 リニア新幹線計画 も進
んでいる。今後、本格的な工事が出て くることを期待 し
ている。 トヨタの在庫調整 も北米以外は終わったようで
ある。 ともかく一日も早い L・J復 を願 っている。

商売は超閑散、信用不安深刻
●東北からの概況報告 (齋藤 )

商売がピタリと止まっている。東北鉄連の調査では売
上金額前月比 20～ 30%減 少 となっている会員が多数
お り、 8害1ほ どが赤字 となっている。一部電炉の発表の

たび底無 しのように値が下がっている。中堅ゼネコンの

信用不安は増幅され、地場中小ゼネコン、下請 まで連鎖
が及んでいる。

在庫調整は遅延ヽ製造業向け大幅落ち込み
●神奈川からの概況報告 (井上 )

状況は悪化 している。厚板では自動車、 トラック、建
機向けが量 と価格の双方で大幅な落ち込みを見せている
中板、薄板 も同様である。在庫調整は 3月 で終わると思
つていたが、 6月 まで掛か りそうだ。パイプは他の品種
より頑張っているが、ともかく荷が動かない。 Hク ラス
のファプ リケーターは 6月 頃まで仕事をもっているが、
その先が見えない。また、秋以降の仕事については再見
積 もりとなっているものもあるそうだ。土本は低入札の

影響で利益か出ない。横浜港開港 150周年 も期待薄で

ある。

著しい製造業関連の落ち込み
●新潟からの概況報告 (今井 )

製造業向け 4～ 5割、建設向け 2～ 3害Jと 落ちている
あえて良い分野を言えば、米菓、酒造ぐらいで、あとは
電力で一部設備投資が出ているぐらいあろう。製造業向
けの落ち込みが非常に激しい。鋼板在庫がかなり過乗」と
なっている。ただ、在庫調整が終わり新たな仕入れをす
る段階になっても、様々な価格が存在すると思われ、ど
こを仕入れ先にするのか難 しい選択を迫られそうだ。

主力産業に需要なし
●石川からの概況報告 (南 )

3月 が底と見ていたが、未だ 4、 5月 の見通 しがつか
ない。中国から建機の注文が多少入ったようだ。建設関
連はまだマシな方と聞いている。中古機械の引き合いが
あり、扱い業者は忙 しいとのことである。耐震補強物件
が出ており、R、 Mグ レー ドのファプが受注している。
このようにメンテナンス、補修関連で多少仕事が出てい
る程度である。
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要が全 くないとの悲鳴が上がっている。需給ギャ ンヽプが

拡大 し、まさに深刻な状況である。そうしたなかで先般

全鉄連は「不況克服の方策は内需の喚起から)Jと の提言

を常任理事会で取 りまとめ、行政関係先をはじめ、政府

与党、民主党、メーカー、業界紙などに送付 した。これ

だけ需要がないと、個々の会社では対応できず、国家の

予算で本気になって取 り組んでいただかないと経営が立

ちイ子かない。 国に頼ることは必ず しも好ましいこととは

思 っていないが、今回の事態は如何 ともし難い。世界中

が経済対策を実行中なので、どこかで需要が出てくるか

もしれないが、す ぐ効果が見込める経済対策を実行 して

ほ しい。これこそ政治家の出番である。鉄鋼界だけでな

く、国家国民のために仕事を出す意気込みで取 り組んで

いただきたい。皆が嘆 くばか りでは何 も解決 しない。経

済産業省の働きかけによる特別融資などの支援策にはた

,い へん′ま謝 してしているが、仕事がないことにはいつか

層、切れ してしまう。産業界では、経団連が経済対策を政

府に要望 したが、鉄鋼界を含めて皆で世論を形成 し、需

要の創出を促すような働きかけを是非 とも行わなければ

ならない。
*こ の後、商社・メーカーから発言があった。なお、発

言内容については別紙資料 3-1、 3-2を 参照。

減産態勢と在庫動向を注視
●経済産業省 (石川課長 )

この数ヶ月、非常に厳 しい状況が続いている。ユーザ

ー業界で一部在庫調整が進んでいるところがある一方で

幾つか心配な業種 もある。一つは産業機械、建設機械が

短期、中期的に少 し心配である。設備投資情勢が非常に

厳 しいことから、機械設備の稼働率が日本全体で 6割程

度 まで下がっている状況である。新規の設備投資は稼働

率が 100%前 後にならないと実行されないので、外需

の動きを含めて注視が必要である。 もう一つは自動車関

連である。最終メーカーは新聞報道にもあるようにすこ

しずつ在庫調整が進み、 4～ 6月 期には在庫調整分 ぐら

いの生産は戻 ってくるとの見方である。一方で少 し要注

意なのは自動車部品である。統計を見ても依然、在庫の

の減少傾向が見 られない。弓|き 取 リメーカーの減産に対
応するのが精一杯で在庫削減まで至っていないと思われ

る。因みに IT関係、情報機器、電子部品デバイスなど
の鉄を使わない分野では減産の開始が早かった分だけ、

在庫調整が進みつつあるようだ。メーカー生産は流通関

係者の指摘にもあるように、需要見合いの生産が必要で

ある。実際、生産は 1月 より2月 が低下 し、 2月 より 3

月は更に低下 し、 3～ 4月 が一番低い水準になると思わ

れる。薄板 3品在庫などは 2月 末統計で 10数万 トン減

少すると思われ、毎月 10万 トン71i度 の在庫減が今度実

現すれば 4～ 6月 期には 400万 トンに近い水準になり

7～ 9月 期には増加分を少 し戻せるというシナ リオが想

定できる。 しか し、今後どうなるか不透明であ り、需要

動向には引き続 き注視がが必要である。最後に林会長か

ら指摘の経済対策については、政府 も水面下では種々の

検討を始めている。 4月 には政府でも本格的な検討を行
い、早ければ 4月 下旬に補正予算が国会に提出され、 5

月中旬には国会を通ることを期待 している。時期が遅れ

予算規模が小さくならないよう、充分な規模でできるだ

け早き時期に執行されることが重要である。今回は公共

事業。インフラ整備など、必要なことは然るべき規模を

もって実行すべきとの世論 も間かれ、一定規模の経済対

-3-

(]')

策が実現できるよう取 り組んでいる。

厳しい状況を認識し、 しを
●小野会長

景気の底が見えない状況が続いている。 2月 粗鋼生産

は 547万 トン、これを単純に年換算すると7130万
トンにしかならず、目を疑 う数字 となる。全鉄連流動調

査の 2月 販売量は 20万 トン際まで低下 し、記録的な低

水準 となった。各地区業況ア ンケー ト結果では 4～ 6月
の需要動向が底害|れ すると見方が実に 68%も あ り、非

常に厳 しい状況にある。足元の需要が依然後退 してお り

個人的には景気の先行きには大 きな期待は持てないと考

える。状況 を厳 しく捉え、ひたす ら我慢、辛抱の対応 を

続けていくしかない。米国のサー ビスセ ンター在庫の動

きを見ると、在庫の絶対量は歴史的低水準にも拘 らず、

在庫率はほとんど低下せず逆に上昇する傾向となってい

る。実需が逃げ水のように後退 していることが分かる。

我が国でも足元で起 こっている極端な需要不振が続けば

在庫調整が思 うように進まない事態にもな りかねない。

」
「

Eス チールとしても一層のスピー ド感をもって在庫

調整の手綱 を緩めず、徹底的に在庫を減 らすことを緊急

の課題 として着実に実行するつもりである。最後に鉄鋼

流通問題懇談会の今後の運営について説明させていただ

きたい。当会は昭和 48年 11月 に発足。今回で 408
回目と非常に歴史ある懇談会である。 この間、日本鉄鋼

業の成長 と共に歩み、鉄鋼業の環境変化 と合わせて運営
のあ り方 も変えてきてお り、今般、昨今の様々な状況変

化を鑑み、以下のように運営 を改めたい。①当会を一旦

廃止 し、 4月 以降全鉄連が主催する新 しい会を組織する

但 し、会議名称は現名称を継承する。②会長は引き続 き
」FEス チール・小野が努める。その他の出席者は全鉄

連、鉄連商社委員、鉄連事務局 とする。以上の基本メン
バーに加え、経済産業省には引き続 きオブザーバー参加
をお願い したい。③開催頻度を 3ヶ 月に 1回 とし、次回

を 5月 に設定する。以降は 8月 、 11月 、 2月 の開催を

予定。

会員企業消息 (平成21年 3月 1日 ～21年 3月 31日 )

〔所在地:代表者変更など〕
〇佐藤製線販売ll10(東北)～代表者に多田敬助氏が就任
した。

会員入退会 (平成21年 3月 1日 ～21年 3月 31日 )

〔ジ 、`イ蚤 〕
*該当事項な し

〔剣ヨゼ当 〕

○菱和鋼業帥 (東鉄連 ,京橋 )

○ (有 )鋼板センター (佐賀 )

○旗矢鉄鋼産業欄 (北海道 )

ヽ

り紺
似

工庫上仕た―
レ

ユ底齢
＝



全国鉄鋼販売業連合会
3月 23日 締切で、当会役員 1

ましたのでご報告いた します。

最悪な売上状況

業況アンケー ト3月 度結果表
66名 に対 し、このアンケー トを行つたところ、 100名 (602%)

*DI算 出方法=

2008 4 20
から回答があり、その結果 (太枠内)が 下記の通 りまとまり

(A× 2+B× 1-D× 1-E× 2)■ 回答数×100

鷹 丁:

5月 16月 17月 18月

DIIDIIDIIDl

4月

DI

▲45 i  ム53 1  ▲39 1  ▲95

59 1   81 1   95 1   54

9月 110月 111月  :12月

DI:DIIDIIDl
▲82 1  ▲96 1 ▲122 1 ▲135 1 ▲166

72 1   43 1  ▲18 1  ▲51 1 ▲126

36 1   34

4 1  110

激減状態続く

▲50 1  ▲74 1  ▲50 1  ▲75 1 ▲104 1 ▲123 1 ▲129 ' 1122

1問 21貴社営業窓日から見て3月 (今月)の販売量は前月比如何ですか。

1問 31貴社の2月 眈月)の企業収益状況は、如何です力、

1問 41貴社における向う3ヶ月間の需要動向についての予測は如何ですか

I問 51下記主要品種の貴地区市場の需給状況は如何ですか。

13月 14月

IDIIDI
|  ▲34 1  ▲87

5月

DI

6月

DI

8月

DI

9月

DI

10月

DI

11月

DI

2月

DI

▲99

▲121

▲146

▲125

▲126

月

　
Ｉ

７
　
Ｄ

12月 11月

DIIDI

▲10011104

▲123 1 ▲136

▲153 1 ▲155

▲124 1 ▲130

▲124 1 ▲129量
|  ▲11 1  ▲58

▲89 :

▲821

▲40 1

▲59 1

▲69 1

▲75

ム60

128

▲48

▲47

▲641

▲54 1

▲33 1

▲41 1

▲52 1

▲521

▲63 1

▲22 1

▲36 1

▲64 1

▲74

▲84

▲79

▲63

▲78

▲96

▲112

▲110

▲97

▲106

▲841

▲79 1

▲51 1

▲67 1

▲80 1

赤字企業増加、DI値マイナス3桁ヘ
12月 13月

L二 牲
I H61 142

4月 15月 16月

DIIDIIDI
8月 19月

DI IDI

10月 111月  112

DIIDIID

月

　
Ｉ

″′
　
Ｄ

143 1  128 1  133 1  137 83 1   19 1  ▲36

新年度に入つても需要回復の兆しなし
3月 14月 15月 16月 17月 18月
DIIDIIDI DIIDIIDI

▲32 1  ▲30 1  ▲28 1  ▲26 1  ▲34 1  ▲4

9月 110月

DI IDI
12月

DI

2月

DI
▲98 1 ▲124

13月

IDI
1 41

1   19

86

59

45

49

79

I問 11貴社の2月 (先月)の総売上金は、前年同月比べ如何でしたか。

月 1 1月

IIDI
企 業

収益状況

A I B  I C I D I E
黒字  1粁磐  1収支トントン1評諄  1赤字 言|

2月

DI
3(3%   1 9(9%   1 16(16% 1 21(21% 1 51(51%

需要動向  I A B  I  C  I  D  I  E

微増  ほ蹴い 1微減  1減少

9(9%   1 16(14% 1 21(21% 1 51(510/0

先安感、需要激減で在庫調整進まず
9月

DI
10月

DI

11月

DI

12月

DI

1月

DI

2月

DI
需要状況

饗R角虫

A
非常に不

B

やや不足ぎみ =L靭 |ゃ尾剰計鴻剰1計 |∫
▲8

▲7

▲14

▲54

▲30

▲43

▲72

▲50

▲51

▲46

▲49

▲49

鉄筋用丸鋼

構造用丸鋼

平角鋼

271¬ 可可可面
馬
一
“

l

II埜 ■丼鷺
▲13

44

▲20

▲24

▲4

▲55

0

▲51

▲53

▲40

▲31

▲31

▲45

▲48

▲48

▲75

▲57

▲63

▲60

▲59

ｎ
一鯉
一畑

H形鋼 2 201~覇 8 1  55 |~~三Fl

コラム

小形山形鋼

中形山形鋼

溝形鋼

l

1

2

2

l骨 i_1,
291 24

291  23
261 24

響イ|■

■「I億
訴

一
４５

▲29

▲14

▲2

▲17

▲18

▲29

４〇

一
２２

▲47

▲34

▲67

▲64

軽量形鋼C形

軽量形鋼広1幅

l

一
２２

一

‐７

一　

一
491 ▲61

32 1  ▲56

▲43

▲48

▲39

▲71

▲88

▲89

▲7S

▲100

▲110 冷延薄板

熱延薄板

表面処理鋼板

酸洗鋼板

7 1    25

12 1     30

161  481▲ 119

181 601▲ H0▲110

14 1    22 お|五 |五

“
▲114 2 71 221 511:il」

▲10

66

92

4

▲52

38

▲63

▲2

31

▲33

▲86

▲35

11

▲28

▲105

▲79

136

▲52

中板

厚板

極厚板

縞板

1

1

32

28 丁 西
1 221 9

1じ I J」
3

4

35 1  ▲40

511 ▲59

▲6

▲4

▲5

▲30

▲21

▲20

▲37

▲25

▲25

▲36

▲38

▲41

119

▲32

▲36

▲58

▲63

▲62

中径角

ガス管・黒

24T~~昴
18 :il i::

構造用鋼管 17
gl~ξ

4

▲70 計 | l 161
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